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研究成果の概要（和文）： 

デジタルネイティブ世代としての児童生徒は、言葉より映像・音楽を重視し、理性より感性・

感覚を重視する特性がある。iPadをグループ学習のツールとして活用して、授業づくりに取り

組んだ。NHK デジタルアーカイブス等の優れた映像、学習者にとっての学校生活に関わる身近

な映像が、問題解決的な課題において学習者の対話の促進に有効であることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The school children as the digital native generation has the characteristic to think much of 

the feelings and the feeling from the nous, thinking much of the image and the music from 

the word. We utilized iPad as the tool of the group-learning and did a class. The video of 

NHK and the school life is useful for the dialog among the students and the learning 

having to do with problem solving. 
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１．研究開始当初の背景 

従来 ICTおよびデジタル教材を活用した授
業づくりにおいては、電子情報ボードを用い
た一斉授業，iPodを用いた一斉授業と個別学
習のあり方等の研究がほとんどであり、３～
４人のグループ学習およびそれに適した最
新のタブレット型情報端末機である iPad（米
国アップル社）を用いた相互啓発のための指
導方略のモデル化についてはまだほとんど
実践研究がないのが現状であった。 

 

２．研究の目的 

そこで本研究では、実践を通して ICTを活
用した児童生徒同士が高め合い、学びあう

「協働学習」につながる授業モデルの構築、
学習指導上の留意点を明らかにすることを
目的として取り組んだ。その際、特にタブレ
ット型情報端末として米国アップル社の
iPad を用いて行うこととした。iPad は画面
が美しく、映像や感性を重視するデジタル・
ネイティブ世代には有効と考えたからであ
る。 
 

３．研究の方法 

 関東と関西でそれぞれ 2校ずつの実践協力
校において、iPadを用いた授業づくりに取り
組んだ。様々な校種、教科において 3人～4
人のグループ学習で、対話を充実させること
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ができる、iPadを用いる必然性がある授業の
内容と方法について検討した。 
 また iPad 用電子書籍作成アプリケーショ
ン「iBooks Author」を用いた実践事例の検
討」で紹介した iBooks データの共有・配布
という視点に限定して、どのようなクラウド
が適するのか検証した。iBooks とクラウド
サービスとの整合性を検証した。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）iPadを活用した授業づくり 
授業づくりの前提として、現在の児童生徒が
デジタルネイティブ世代のさらに先を行く
ネオ・デジタルネイティブ世代であることに
留意した。実践を通してこの世代はモバイル
ネットを駆使して、動画情報を自由に操り、
言葉より映像・音楽、理性より感性・感覚を
重視し、自分にとって気持ちいいかどうか
（快楽主義）を重視していることが特徴のひ
とつであることが確認できた。映像重視、感
覚・感性重視の世代といえよう。これらは
iPad がツールの機能としてめざす価値とも
合致したものである。NHK クリエイティブラ
イブラリーの動画を用いて、iPadをビューア
ー（閲覧のための機器）として用いると、学
習者の対話を促進することが明らかになっ
た。これら実践的な研究を通して得た知見は、
教育家庭新聞社の「iPadの教育活用」で全 8
回の連載で随時発表したが、常にアクセス数
もトップを獲得し多くの反響があった。特に
iPad を用いた授業評価の４つの観点として
の「知識の定着」「学び方の補完」「イメージ
の拡充」「相互啓発」が多くの実践で活用さ
れた。 
また iPad ミニが登場し、フィールドワー

ク、特に博物館における現地学習に有効なツ
ールとしての可能性を検討することが今後
の課題である。 
 

（２）ibooksデータの配布・共有を想定した

無料クラウドの検討 

 一般向けに公開されているクラウド・サー
ビスについて、デジタル教材の共有・配布と
いう視点から、どのような機能を備えたもの
が使いやすいのか検討した。 
 検証の手順として、まず 2012年９月 15日
現在、無料で利用できるクラウドを 17 選定
した。検証の手順として、まず 2012 年９月
15 日現在、無料で利用できるクラウドを 17
選定した。 
次に、各クラウドの機能を６項目（無料容

量、PC対応 OS、モバイル対応 OS、共有機能、
iPad 用アプリの所有必要性、iBooks データ
の使用可否）について整理した。 

 最後に、iBooksが利用できるクラウドにつ
いて、検証用ファイルを用いアップロードお
よびダウンロード時間を計測した。検証用フ
ァイルには、写真、動画、３D 教材、練習問
題が入った 4.7MB の iBooks データを作成、
使用した。なお、従来の配布方法との比較の
ため、同ファイルを用い iPadと PCとをケー
ブルでつなぎ同期する時間も計測した。なお、
アップロードとダウンロードは各クラウド
につき 10 回ずつ行った。その結果を下記の
表にまとめた。 
以上の検証の結果、現時点で教育現場で

iBooks教材の共有・配布を行うためには、①
iBooksのデータが扱える、②専用アプリを所
有する必要性がない、③無料での使用容量が
大きい、④通信にかかる時間が短い、という
機能を備えている kdrive が最も利用に適し
ているといえる。 

 
表 iBooks とクラウドサービスとの整合性 
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